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ロセッティのイタリア語の詩
乾 尚史
ダンテ・ゲイプリエル・ロセッティの作品の中には殆ど何の関心も惹かなか
った一群のイタリア語で書かれた詩がある。それは大部分が短い七篇の詩であ
り，その中の四篇にはロセ･ソティ自身の英択が伴っている。これらの詩は普通
にはこの詩人の作品の巾では些邪に属すると希倣されており，一，二を除いて
それらの文学的価仙は商くないことは耶爽である。然し乍ら，それらをロセッ
ティの詩の種々の他の様式とは別個の一・群として研究するならば，幾つかの問
題が提出されるだろう。それらを考察することはより大きなロセッティの理解
と鑑賞とに役立つものと思われる。
ロセッティのイタリア語の詩を研究する為の苛景として，多少の注意がこの
詩人のイタリア語の知識に払われねばならない。ロセッティの伝記作者達は我
々の為に，ダンテ・アリギエーリから当代の政治に至る万物に関してイタリア
研で口角泡を飛ばしている来客達で一杯の部屋の中で，床に寝そべってイタリ
ア語で詩を書いている若きダンテ・ゲイブリエルの極彩色の絵を描いて呉れ
る（1）。我々は又この時人の少年期の母親に繩された教育に就いて，又彼が六歳
にして既に如何に良く英語とイタリア語とを同様に読承杏き出来たかに就いて
多少の知識を有っている。彼の少年期のアリオストヘの歓再，彼の後年のダン
テヘの熱中的な愛好，そして彼のカヴァルカンティ，ミケランヂェロ，ボリツ
ィアーノの読誹に関しては彼の弟ウイリアム・マイクル・ロセッティの椛威が
征明している。キングズ・コリッジのイタリア‘語教授として父のガプリエーレ
・ロッセッティの終生の関心ばかの偉大なるフィレンツュ人ダンテの著作を研
究し解説することにあり，又彼は家庭にあってはイタリア譜を使用し，子供達
にはイタリアの詩を"職してやるという糾俄であった。
ロセッティの妓初の時作は，実は，イタリア語によるものであって，英語に
よるものではなかった。ウイリアム・マイクル・ロセッティはI砿からの二通の
手紙を子供達が受取った際に父が雌に宛ててil「いた1836年9ﾉ]の或る手紙に言
及している。短い手紙を受取ったダンテとウイリアムは大再びで次の毒を歌っ
たが，ウイリアムはそれが兄の作ったものに迎いないと言っている。
ロセッティのイタリア語の詩
L'amabileMaria
Ringraziafasia
De'duebigliettisuoi
M2nd2tiadambinoi.(9)
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この詩にはロセッティの英訳も無いので文字通りの逐語訳を拭承ると次のよ
うになる。
TheamiableMaria
Beth2nked
Foryourtwonotes
genttousboth.
だがしかし晩年にはロセッティは決して二国語使用者ではなかったし，恐ら
く妹のクリスティーナの方がイタリア編の流暢度に於ては彼に優ってし､たであ
ろう。彼が私学校，及び後に1837年にキングズ・コリッジに於て正式の教育を
始めた時，他の関心噸には次第に多くの時間を，イタリア語の勉強には次第に
少い時間を捧げたのは蛎実らしい。後には彼のブローニュでの滞在とロイアル
・アカデミーでの絵画の研究とが彼を遠く離れた新しい関心1Fへと連去ってし
まった。ロセッティが研究の為にも旅行の為にも一度もイタリアに行ったこと
がなかったのは不思砿であるが，これは彼が背年時代に通例考えられている以
上に英田化されていたのだということを示すものだろう。ロセッティは彼の父
とはイタリア語で文通する習慣であったが，1844年までには彼はこの実行には
非常に飽き飽きしていたので，その年の-I-二月の或る手紙で，自分のイタリア
沼は「非常にstentato(難渋した〕ものなので，恐らく評き終えた時は可なり
立派であるかも知れませんが，それでも矢張り自分がこんなにも不完全でいる
言葉で作文するという骨折は苦ﾙWですから快くやめようと思っています“」と
いう理由で，英諮で沖く許しを乞うている。
然し乍らダンテ・アリギエーリの作品へのロセッティの期大する熟中が彼を
古代イタリア杼1IW時人達を読む為にブリティッシュ・ミューゼアムの閲覧室へ
の頻繁な訪問を始める気にならせたのは正しくその翌年のことであった。初期
イタリア詩人達の疏択は1849年までに完成された“。それらのイタリア語の意
味の誤解やイタリア粥の技術的熟練の欠乏の実例は，翻訳の仰大さに余りにも
圧倒されているので，言及するまでもない。
ロセッティのイタリア語の詩の創作日付は不明である。GioventileSignoria
(YouthandLordship)は1881年のPoemsbyDanteGabrielRossettiに初め
58 ロセッティのイタリア語の詩
て現れ,Proserpina(Pr･serpme]とLaBellamano(TheLOvelyHand)は
初めは同年のBalladsandSonnetsbyDanteGabrielRossettiに現れた。これ
らには皆韻文の英訳が伴っている。LaRicordanza(TheRemembrance),Bam-
binoFasciato(SwaddiedBaby),及び二滴のBarcarola(Barcarole)は，－．鮒
の表題のないイタリア語のトリプレットとその英訳と共に，1901年のColleCt-
edWorksに初めて現れた。
所謂イタリアのストリート・ソング,GioventneSignoriaは，その訂正さ
れた原稿により明らか;こされた如く，ウイリアム・マイクルによって彼の兄自
身の創作であると断乎として主張されている（5）。ウイリアム．マイクルは又こ
の時に関する註の中で彼の兄が二簡図謡で創作した総ゆる場合にイタリア語が
第一で英語が第二であると述べている。GiOventheSignOriaのイタリア瀞は
単純な中にも充実しており，構成は異るが，杼情詩的モチーフが初期イタリア
時に類似しているところから，彼の初期イタリア詩人達の翻訳の頃か或はその
面前に作られたものと思われる。そのイタリア語の詩句の簡潔さは韻律や押細
を卿かでも固執して直訳することを不可能にしている。恐らく後にロセッティ
に原稿を変更させたのはこの困難さであったろう。と言うのは英訳はイタリア
蹄よりも幾分加工と飛強附会とを示しているからである。
今一人のロセッティの友人にして伝記作者ウイリアム・シャープはProser･
pinaとLaBellaManoの二鋪のソネットを英語からイタリア語への翻訳と滑
倣した“。この点では彼は殆ど疑いなく誤っている。これらのソネットに於て
はイタリア語も英語も両国語で珍しく作り出された同棟な效果を示して良く出
来ている。特にProserpinaに於ては相当する概念の行を逐った硫訳がある。
Lungitlalucecheinsnquestomuro
Rifrangeappena｡unbreveistantesmrta
DelrioPalazzoallasopranaporta.
Lungiqueiforid0Enna,Olidooscuro,
Dalfruttotuofatalcheomaim'eduro.
LImgiquelcielodaltartareomanto
Chequimicuopre;elungiahilungiahiquanto
LenottiCheSarandaidichefUro.
Lungidamemisento;eognorsognando
Cercoericerco,erestoascoltatrice;
EqUalChecuoreaqualcheanimadicep
(Dicuimigiungeilsuondaquandoinquando
ContinuamenteinsiemesoSpirandO,)-
ロセッティのイタリア語の沸
C0Oimeperte,Prosespinainfelice1''
Afarawaythelightthatbringscoldcheer
Untothiswali｡-oneinstantandnomore
Admittedatmydistantpalace・dOor.
AfarthenowersofEnnafrOmthisdrear
Direfruit,which,tastedonce,mustthrallmehere.
AfarthoseskiesfromfhisTartareangrey
Thatchillsme:andafar｡howfaraway,
Thenightsthatshallbefromthedaysthatwere.
AfarfrommineownselfIseem,andwing
Strangewaysintbought,andlistenforasign:
Andstillsomeheartuntosomesouldothpine,
(WhosesOundsmineinnersenseisfaintObring,
Continuallytogethermurmuring,)-
04Woe'smefOrthee,unbaPPyPmserpine!''
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これらのソネットはそれ自体が災しいだけでなくロセッティの翻訳家としての
能力の立派な実例である。これらの持が円熟した作品であるというより大きな
証拠はこれらが二枚の絵と同行すべく作られたという事実に見られるであろ
う。Proserpinaは恐らく1874年に画かれた同じ題名の油絵か或は1878年頃に画
かれたクレオン画と同行すべく作られたのであろう。油絵LaBellaManoは
1875年に画かれ，我々はその詩を合理的に略々その頃の作と推定することが出
来る。
二篇のBarcarolaに向うと我々は何故ロセッティがこれらの小繍を翻訳しな
かったのかと不思議に思いたくなる。しかしより厳密に調べるとそれらを正確
に蔬訳することは不可能だったのだということが分る。一方のBar℃arolaは長
さ倣かに六行に過ぎず，含む語数も亦精々その二倍に過ぎない。
Oltretomba
Qualcheco”？
Echenedici？
Sa”mofeliCi？
Terramaiposa,
Emarrimbomba.
単なる直訳は次のようになる。
Beyondtomb
“ ロセッティのイタリア語の詩
Anything？
AndWhatdoyousayofit？
ShaⅡwebehaPPy？
EarthneVerrests,
Andsearoars.
しかしかかる簡潔なイタリア語の詩句に築中された概念の適切な英語の相等物
を提出することは明らかに不可能であって，上の直訳は唯形而下的な意味を伝
えるだけのものに過ぎない。更に，イタリア語はtomhaとrimbomh"との好
運な押離に大きく頼っているが，これには英語の相等物はあり得ないのであ
る。ロセッティのイタリア譜は非常にstentato(難渋した〕ものなので，この
詩は極く初期の作であると推定せねばならない。同じ思想は後にロセッティに
より遥かに優れた效果を以てTheSea-Limitsに於て用いられた。
他方のBarcarolaは幾分良いが，ここでも亦正確な踊訳は不可能である。イ
タリア語の魅惑的な単純さと滑稀さとの英語の相等物は無い。英語では全体の
思想は粗野で浅薄となる。
PerCariti｡
MostramiFnmnre:
Mipungeilcuore,
Manonsisa
Doveeamore.
Chemifa
Labellaetip
Senonsisa
Comeameri？
Ahimesolingol
Ilcuormistringo？
Nonpidramingo,
Percarith!
Percarita,
Mosdamiilcielo:
Tuttoさunvelo｡
Enonsisa
Dovefilcielo.
Sesista
CosiColh,
Nonsisa
Senonsiva
Ahimelontano!




ロセッティのイタリア語の詩 65
GabrieIRossettiandDanteAlighieri,''EnglischeStudien,LXV111(1933-
34),227-320.を参照。
(9)WilliamNormanGuthrie,"TranslatiOngAMethodfOrtheStudyofLitera･
ture,''SewaneeReview,XVII(1909),403.
(IO)ArthurC.Benson,Rossetti(EnglishMenofLetters;NewYork,1904),pp.
151-152.
(11)WilliamMichaelRossetti,"DanteGabrielRossettiasTranslator:Two
Letters,"SewaneeReview,XVII(1909),406-407.
(12)Ibid.,408.
＝一一一…－
